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は
　
じ
　
め
　
に

　
近
年
の
院
政
期
荘
園
公
領
制
研
究
で
は
、
寄
進
を
重
視
す
る
通
説
に
対
し
、

中
央
か
ら
の
荘
園
公
認
手
続
き
で
あ
る
翰
墨
を
重
視
す
る
考
え
方
が
提
起
さ

①れ
、
立
荘
の
際
に
院
・
女
院
・
摂
関
家
や
そ
の
周
辺
の
人
々
が
重
要
な
役
割

　
　
　
　
　
　
②

を
果
た
し
た
こ
と
、
立
荘
は
院
・
女
院
・
摂
関
家
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

り
、
彼
ら
が
本
家
と
し
て
荘
園
領
有
体
系
を
構
築
し
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
王
家
領
に
つ
い
て
は
、
御
願
寺
の
造
営
を
契
機
に
大
規
模

な
立
荘
活
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
醍
醐
御
願
寺
領
と
村
上
源
氏
顕
房
流
や
、

鳥
羽
院
政
期
の
御
願
寺
領
と
藤
原
氏
末
法
流
な
ど
の
事
例
か
ら
明
ら
か
に
さ

　
　
　
④

れ
て
い
る
。

　
村
上
源
氏
顕
整
流
・
藤
原
氏
末
茂
流
は
、
い
ず
れ
も
活
動
期
に
王
家
と
婚

姻
関
係
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
荘
園
立
荘
に
際
し
重
要
で
あ
っ
た
と
想
定
さ

れ
る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
荘
園
公
領
制
成
立
史
を
考
え
る
に
は
、
村

上
源
民
・
藤
原
氏
末
茂
流
だ
け
で
は
な
く
、
白
河
・
鳥
羽
・
崇
徳
・
後
白

河
・
六
条
と
実
に
五
代
に
わ
た
っ
て
王
家
の
外
戚
と
な
り
、
院
政
期
の
王
権

に
深
く
関
わ
っ
た
閑
院
流
に
つ
い
て
の
考
察
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、
院
政
期
に
閑
院
流
の
申
心
で
あ
っ
た
徳
大
寺
家
の
荘
園
集
積
活

動
を
、
特
に
王
家
と
の
婚
姻
関
係
等
の
政
治
過
程
を
視
野
に
入
れ
て
分
析
し
、

荘
園
公
領
制
成
立
史
に
つ
い
て
薪
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
た
院
政
期
に
は
、
中
世
的
「
家
」
が
確
立
し
家
産
機
構
が
形
成
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
家
格
の
成
立
と
家
領
の
実
態
と
の
連
関
性
を
分
析
す
る
必
要
性

　
　
　
　
⑤

が
指
摘
さ
れ
、
王
家
領
・
摂
関
家
領
・
上
流
公
家
領
（
清
華
家
）
・
中
下
級

公
家
領
（
名
家
）
・
官
人
的
公
家
領
と
い
っ
た
階
層
別
の
分
類
も
提
示
さ
れ

て
い
総
・
徳
大
豪
は
大
臣
を
極
位
と
す
る
清
蒙
で
あ
る
が
・
清
蒙
に

つ
い
て
は
、
村
上
源
氏
で
あ
る
久
我
家
領
の
分
析
結
果
が
一
般
に
敷
術
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
岡
じ
清
華
家
で
あ
っ
て
も
、
徳
大
寺
家
等
の
閑
院
流
諸

家
と
久
我
家
と
は
、
政
治
的
に
異
な
る
経
過
を
た
ど
っ
て
お
り
、
無
条
件
に
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［
徳
大
寺
家
関
係
系
図
］
　
（
数
字
は
即
位
順
）

公
季

実
成

公
成

①後
三
条
天
皇需②

　董

＿堀③
一河

D天
　皇

茂
子（藤
原
能
信
養
女
）

丁
丁

慰
事
天
皇

公
実

卍
巴

⑥
近
衛
天
皇

＝
多
子
⑧
＝
（
震
頼
長
養
女
）

二
条
天
皇
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璋
子

（
白
河
院
養
女
・

　
待
賢
門
院
）

折

子

十
能

公
能

幸
子＝

藤
原
頼
長

　
　
育
子

　
　
　
（
藤
原
基
実
養
女
）

実
定
　
　
　
三
十

実
基

同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
対
照
的
な
政
治
過
程
を
経
た

両
者
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
政
治
的
立
場
の
変
動
と
荘
園
集
積
の
連
関
性
に

つ
い
て
、
新
た
な
成
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

①
川
端
新
「
院
政
初
期
の
立
荘
形
態
」
（
『
荘
園
制
成
立
史
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、

　
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
九
六
年
、
以
下
川
端
論
文
A
と
略
）
同
「
中
世
初
期
の

　
国
衙
と
荘
園
」
（
糊
日
本
史
研
究
』
四
五
二
、
二
〇
〇
〇
年
、
以
下
川
端
論
文
B
）
。

②
注
①
川
端
論
文
B
、
五
味
文
彦
「
女
院
と
女
樗
・
侍
」
（
噸
院
政
期
社
会
の
研



徳大寺家の荘園集積（佐伯）

　
究
』
山
斜
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、
初
出
一
九
八
二
年
）
。

③
上
島
寧
「
庄
園
公
領
制
下
の
所
領
認
定
…
⊥
又
荘
と
不
輪
・
不
入
権
と
安
堵
扁

　
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
　
一
三
七
、
一
九
九
二
年
）
、
同
「
財
政
史
よ
り
見
た
中
世
国
家

　
の
成
立
－
中
世
国
家
財
政
論
序
説
」
（
『
歴
史
評
論
』
五
二
五
、
一
九
九
四
年
）
、

　
佐
藤
泰
弘
「
立
券
庄
号
の
成
立
」
（
『
日
本
中
世
の
黎
明
㎞
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、

　
二
〇
〇
一
年
、
初
出
｝
九
九
三
年
）
。

④
注
①
川
端
論
文
B
、
高
橋
一
樹
門
平
安
末
・
鎌
倉
期
の
越
後
と
佐
渡
－
中
世

　
荘
園
の
形
成
と
国
衙
領
支
配
i
扁
（
田
村
裕
・
坂
井
秀
弥
編
『
中
世
の
越
後
と

　
佐
渡
㎞
高
志
轡
店
、
一
九
九
九
年
）
。

⑤
網
野
善
彦
「
荘
園
史
の
視
角
扁
（
同
他
編
咽
講
座
日
本
荘
園
史
』
1
、
吉
川
弘

　
文
館
、
～
九
八
九
年
）
。

⑥
川
端
新
「
公
家
領
荘
園
の
形
成
と
そ
の
構
造
」
（
注
①
州
端
前
掲
沓
所
収
）
。

第
｝
章
　
徳
大
寺
家
の
政
治
的
動
向

　
本
章
で
は
、
徳
大
寺
家
の
荘
園
集
積
過
程
分
析
の
前
提
と
し
て
、
そ
の
院

政
期
の
政
治
的
動
向
と
家
格
確
立
過
程
を
分
析
す
る
。

　
徳
大
寺
家
の
祖
実
能
の
政
治
的
活
動
は
、
当
初
は
同
母
妹
野
盗
門
院
璋
子

を
通
じ
て
の
王
家
と
の
関
係
に
拠
っ
て
い
た
。
璋
子
が
鳥
羽
天
皇
に
入
内
し

白
河
・
鳥
羽
両
院
の
寵
愛
を
受
け
た
こ
と
、
璋
子
所
生
の
崇
徳
天
皇
が
白
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

院
の
子
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
白
河
院
政
宋

期
の
保
安
三
（
一
一
二
二
）
年
に
、
実
能
は
参
議
を
経
ず
権
中
納
言
に
直
任

さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
翌
年
の
陰
徳
即
位
に
備
え
た
白
河
院
の
外
戚
優
遇
策
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
大
治
四
（
一
＝
～
九
）
年
の
白
河
院
死
去
に
よ
り

鳥
羽
院
政
が
開
始
さ
れ
る
が
、
そ
の
前
期
に
お
い
て
も
、
無
能
は
崇
徳
の
外

戚
と
し
て
引
き
続
き
重
ん
じ
ら
れ
、
保
延
五
（
一
＝
二
九
）
年
に
は
崇
徳
の

　
　
　
　
②

意
向
に
よ
り
右
近
衛
大
将
に
任
じ
ら
れ
た
。

　
実
能
の
回
申
納
書
直
任
・
右
近
衛
大
将
任
官
は
、
後
に
清
華
家
一
般
の
昇

進
ル
ー
ト
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
清
華
の
家
格
確
立
の
端
緒
と
評
価
さ
れ
て

　
③
い
る
。
し
か
し
、
実
能
の
嫡
子
公
能
は
参
議
を
経
て
権
中
納
醤
に
昇
進
し
て

お
り
、
一
中
納
雷
旧
任
は
受
け
継
い
で
い
な
い
。
ま
た
、
永
治
元
（
＝
四

一
）
年
に
鳥
羽
院
は
、
先
述
の
出
生
の
事
情
に
よ
り
崇
重
を
退
位
さ
せ
、
美

福
門
院
所
生
の
近
衛
天
皇
を
即
位
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
結
果
鳥
羽
院
政
後

期
に
は
実
能
は
外
戚
の
地
位
を
失
い
、
右
大
将
昇
進
後
も
長
く
大
臣
昇
進
を

果
た
せ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
実
能
の
事
例
は
外
戚
化
に
よ
る
一
時
的
現
象

で
あ
っ
て
、
こ
の
昇
進
形
態
を
徳
大
寺
家
の
家
格
確
立
と
直
接
結
び
付
け
て

評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
結
局
、
久
安
六
（
＝
五
〇
）
年
の
実
能
の
内
大
臣
昇
進
は
、
摂
関
家
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

男
盛
長
の
左
大
臣
辞
意
を
契
機
に
実
現
し
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
通
り
、
実
能
の
女
子
幸
子
が
頼
長
正
室
と
な
り
、
公
能
の
女
子
多
子
が
霊

長
養
女
と
し
て
近
衛
に
入
内
す
る
な
ど
、
当
時
の
徳
大
寺
家
は
摂
関
家
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

実
・
頼
長
派
の
重
要
な
政
治
的
協
力
者
と
な
っ
て
い
た
。
蔀
非
外
戚
と
な
っ
て

以
後
、
罰
点
は
摂
関
家
と
結
ぶ
こ
と
で
権
威
維
持
を
図
っ
た
の
で
あ
り
、
内
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表1　徳大寺家嫡流昇進表

年号 実能 公平 実定 公継 事件・その他 時期区分

保安二（l121）2．29 従三位⑳ 白河

保安三（1122）12．17 権中㈲ 院政期

保延二（ユ136）12．9
，　曾　■　，　，　曾　■　，　r　■　，　・　■

?大ω
騨　，　曜　レ　，　噸　噂　◆　幽　の　， ，　．　●　o　．　・　o　．　■ ，　謄　，　，　，　，　噛　，　●　噛　幽　．

保延四（ユ138）11．8 参議㈱ 鳥羽院政

保延五（1139）12．16 右大将㈹ 前期

永治元G141）12，2 権中⑳ 12．7近衛天皇践酢
噂　畠　，　，　レ　畠　の　，　噛　の　，　●　o ，　レ　噸　噸　，　．　幽　幽　・　昌

久安六（l150）8．21 内㈲ （転正）鱒 鳥羽院政

久寿元（1154）8，18 左大将働 後期

久寿二（l155）9．23 東宮傳㈹ 7．24後白河天皇即位
，　▼　曜　，　r　，　・　畢　．　噸 ●　噸　辱　・　の　，　●　o　，　■　o　． ，　，　■　，　r　■　，　，　▼　，　噸　・ ，　，　●　，　幽　，　噛　■　，　．　■　．　・　■　．　・　o　■　・

保元元（1156）9．8 右大将幽 7．2鳥羽院死去

同9，13 左㊨1） ・7．11保元の乱

同11．3 従三位（18 後白河

保元二（1157）7．15 出家㈱ 9．2実能死去 親政期

同8．19 権大㈹

保元三（U58）2．21 権中⑳ 8．11二条天皇践酢
，　■　．　■　．　・　o　．　，　o　o　・ ，　噸　▼　，　，　レ 甲　◎　●　幽　．　●　o　．　・　唖　o　． ■　■　■　e　■　■　唖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　▼　●　，　曜　噂　，　，　，　●　噛

永暦元（1160）8．ll 右㈲ （転正）⑳ 後白河

応保元（且61）8．11 死去㈲ 院政期
，　噸　レ　．　噸　レ　．　幽　●　噛　o ，　謄　■　曜　騨　，　の　謄　●　．　の　，　．　昌　■　・

長寛二（1164）⑩．23 権大⑳ 二条（・六条）

永万元（1165）8．17 辞任⑳ 親政期
，　謄　，　，　騨　●　曜 ，　の　，　．　の　辱　冒　■　．　．　o　．　． ，　謄　，　曜　謄　●　．　騨　●　噛　，　●　，　■　辱　，　■　．

治承元（1177）3，5 権大㈲ 6月鹿ケ谷事件

問12．27 左大将働 ユ1．21実定内大臣辞任

寿永二（1183）4，5 内㈲

元暦元（1184）1．22 内鱒 後白河

文治二（1186）10。29 右鮒 院政期

文治五（1189）7．10 左61）

建久元（1190）7．17 辞任國 参議⑯

建久二（1191）⑫．16 死去鰯
r　謄　，　，　・　，　，　レ　．　，　騨　●　，　噂　●　■　，　レ　昌　■　・ ■　レ　噛　，　◆　．　．　・　o　，　・　o　o　．　・　o　．　．　・　．　．　唖

建久九（1198）1．30 権中⑳ ！，11土御門天皇即位

建仁二（1202）⑩．20 （転正）㈱

元久元（1204）1．13 権大鴎

建永元（1206）3．28 （転正）幽 後鳥羽

承元元（1207）4．10 右大将⑬ 院政口

承元三（1209）4．10 内駒

建暦元（1211）10，4 右Gの

建保三（1215）10．9 辞任㈲
，　●　曜　噂　●　，　噸　レ　畠　，　，　●　の　・　■　■ ，　騨　■ 噸　●　噸　甲　レ　．　幽　辱　噛　■　…　　　　　　　　　　　　　　　　　o　・　■

承久三（1221）⑩．10 右働 5月承久の乱 後高倉

元仁元（1224）12．25 左鱒 院政期

安貞元（1227）1．30 死去働

公卿補任をもとに作成。カッコ内は年齢。略称はそれぞれ、権中竺門中納雷、権大ロ権大納言、

内；内大臣、右＝右大臣、左m左大臣。
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大
臣
昇
進
は
そ
の
成
果
と
評
価
で
き
る
。

　
し
か
し
、
鳥
羽
院
政
後
期
に
お
け
る
徳
大
寺
家
嫡
流
の
昇
進
は
、
事
実
上

実
能
の
内
大
臣
昇
進
の
み
で
あ
り
、
特
に
公
能
は
、
永
治
元
年
の
権
中
納
言

昇
進
後
十
六
年
置
権
大
納
言
昇
進
を
果
た
せ
ず
、
実
能
の
内
大
工
昇
進
後
も

そ
の
昇
進
は
停
滞
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
摂
関
家
と
の
提
携
の
効
果
に

は
限
界
が
あ
り
、
実
能
の
内
大
臣
昇
進
後
も
家
格
は
確
立
し
な
か
っ
た
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
久
寿
二
（
一
一
五
五
）
年
に
近
衛
が
死
去
、
璋
子
所
生
の
鳥
羽

院
皇
子
で
あ
る
後
白
河
天
皇
が
即
位
し
、
徳
大
寺
家
は
外
戚
の
立
場
を
回
復

す
る
。
そ
し
て
翌
年
の
保
元
の
乱
で
は
、
前
年
に
君
長
正
室
幸
子
が
死
去
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
徳
大
寺
家
は
摂
関
家
の
豊
実
・
累
進
を
見
限
り
、
勝

者
で
あ
る
後
白
河
側
に
付
い
た
。
そ
の
結
果
、
保
元
元
（
～
一
五
六
）
年
に

実
能
は
左
大
臣
に
昇
進
、
公
能
も
右
大
将
と
な
り
翌
年
権
大
納
言
に
昇
進
す

る
な
ど
、
徳
大
寺
家
嫡
流
の
昇
進
停
滞
は
一
挙
に
解
決
さ
れ
た
。
さ
ら
に
保

元
三
（
二
五
八
）
年
に
は
、
公
能
の
嫡
子
実
定
は
権
中
納
言
に
直
任
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　
後
白
河
は
保
元
三
年
に
二
条
天
皇
に
譲
位
す
る
が
、
永
暦
元
（
一
一
六

〇
）
年
に
公
爵
が
権
大
納
言
か
ら
右
大
臣
に
昇
進
す
る
な
ど
、
後
白
河
院
政

期
初
頭
に
も
、
徳
大
寺
家
は
王
家
の
外
戚
と
し
て
引
き
続
き
優
遇
さ
れ
た
。

ま
た
徳
大
寺
留
置
も
、
後
白
河
即
位
直
後
に
公
能
女
の
碍
子
が
入
内
し
翌
年

　
　
　
　
⑥

中
宮
と
な
る
な
ど
、
王
家
と
の
婚
姻
関
係
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
家
格
の

確
立
を
図
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
徳
大
寺
家
で
は
保
元
二
（
＝
五
七
）
年
に
実
能
、
応
保
元

（一

齪
Z
　
）
年
に
公
能
が
椙
次
い
で
死
豪
、
　
一
方
で
応
保
年
間
（
　
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

一
～
六
一
一
）
に
は
、
工
条
天
皇
の
政
治
的
主
導
権
が
確
立
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
中
で
、
後
白
河
支
持
勢
力
の
中
心
で
あ
っ
た
実
定
の
政
治
的
立
場
を
大
き

く
変
え
た
の
が
、
応
保
元
年
の
育
子
入
内
で
あ
る
。
育
子
は
摂
関
家
藤
原
忠

通
の
養
女
と
な
っ
て
い
た
実
能
女
子
で
、
忠
通
の
嫡
子
基
実
の
猶
子
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

二
条
に
入
内
、
翌
年
申
宮
と
な
っ
た
。
そ
し
て
永
万
元
（
一
一
六
五
）
年
、

二
条
は
急
死
直
前
に
育
子
の
養
子
六
条
天
皇
に
譲
位
、
六
条
を
摂
政
基
実
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

平
清
盛
（
基
実
舅
）
が
後
見
す
る
政
治
体
制
が
行
わ
れ
、
実
定
も
再
び
王
家

の
外
戚
の
座
を
占
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
し
か
も
、
六
条
の
生
母
は
伊
筆
致
下
女
説
が
有
力
だ
が
、
従
来
知
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
重
要
な
事
実
と
し
て
、
こ
の
致
遠
と
徳
大
寺
家
と
は
密
接
な
関

係
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
大
治
四
（
＝
二
九
）
年
に
実
正
は
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

岐
氏
の
「
嵐
羽
前
司
被
遠
」
を
平
野
社
禰
宜
に
推
挙
し
て
い
る
が
、
「
被
遠
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
致
遠
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
康
治
・
天
養
年
間
（
＝
四
二
～

四
四
）
に
徳
大
寺
家
領
阿
波
国
名
西
河
北
庄
が
立
荘
さ
れ
た
際
、
致
遠
は
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

地
領
主
妙
成
と
徳
大
寺
家
と
を
媒
介
し
、
後
に
預
所
と
な
っ
て
い
る
（
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

述
）
。
二
条
の
第
二
皇
子
で
あ
る
六
条
が
即
位
し
た
背
景
に
は
、
以
上
の
よ
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う
な
外
祖
父
伊
岐
致
遠
と
徳
大
寺
家
の
関
係
が
大
き
く
作
用
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
永
万
元
年
に
実
定
は
、
同
じ
議
院
流
の
実
長
を
位
階
で
抜
き
返
す
た
め
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

大
納
言
を
辞
し
正
二
位
に
叙
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
実
定
は
六
条
在
位
下
で

の
還
任
を
期
待
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
六
条
即
位
後
の
政
治

体
制
は
翌
年
の
摂
政
基
実
死
去
に
よ
り
崩
壊
、
後
白
河
院
政
が
確
立
し
、
実

定
は
十
三
年
も
の
長
期
に
わ
た
る
逼
塞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
実
定
が
政
治
的
復
活
を
果
た
す
の
は
、
権
大
納
言
に
還
任
し
左
大
将
に
任

じ
ら
れ
た
治
承
元
（
一
一
七
七
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
実
定
は
そ
の
後
順
調

に
昇
進
し
、
文
治
五
（
＝
八
九
）
年
に
は
左
大
臣
に
昇
進
、
こ
の
間
後
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

河
の
重
要
政
務
に
関
わ
る
一
方
、
源
頼
朝
か
ら
も
議
奏
公
卿
に
選
ば
れ
て
い

⑰
る
。　

こ
う
し
た
実
定
の
政
治
的
復
権
を
可
能
と
し
た
要
因
は
、
公
事
へ
の
精
励

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
権
大
納
言
辞
弁
中
の
実
定
は
、
院
の
政
治
決
定

に
は
ほ
と
ん
ど
関
わ
ら
ず
、
後
白
河
院
政
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
。
～
方
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

実
定
は
、
陣
定
等
の
公
事
や
仏
事
等
の
儀
式
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、

こ
れ
は
公
事
に
堪
能
な
公
卿
と
し
て
政
治
的
復
権
を
目
指
し
た
も
の
と
評
価

で
き
る
。
徳
大
寺
家
は
、
花
園
説
と
呼
ば
れ
る
公
事
作
法
を
、
源
有
仁
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

婚
姻
関
係
を
通
じ
て
受
け
継
い
で
い
た
。
同
じ
く
花
園
流
を
継
承
し
た
藤
原

経
宗
が
、
実
務
能
力
に
よ
っ
て
後
白
河
に
認
め
ら
れ
、
政
治
的
地
位
を
維
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
実
定
の
狙
い
も
こ
れ
と
同
一
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
建
久
二
（
＝
九
｝
）
年
の
実
定
死
去
後
も
、
徳
大
寺
家
は
特
に

王
家
と
の
外
戚
関
係
等
を
持
た
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
嫡
子
の
墨
継
は
順

調
に
昇
進
を
重
ね
、
左
大
臣
に
至
っ
た
。
こ
の
軍
戸
継
は
、
承
久
の
乱
に
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
後
鳥
羽
院
が
西
園
寺
公
経
を
諌
殺
し
よ
う
と
す
る
の
を
諌
止
す
る
な
ど
、

院
の
重
要
政
務
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
以
後
の
徳
大
寺
家
嫡
流
は
、
王
家
と

の
外
戚
関
係
の
有
無
等
に
関
わ
ら
ず
安
定
し
て
大
臣
昇
進
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
清
華
家
と
し
て
の
家
格
は
、
治
承
元
年
の
実
定
の
政
治
的
復
活

後
に
は
じ
め
て
確
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
徳
大
寺
家
の
た
ど
っ
た
政
治
的
変
遷
を
具
体
的
に
た
ど
っ
て
き
た

が
、
そ
の
政
治
的
地
位
が
内
乱
期
以
前
ま
で
不
安
定
要
素
を
抱
え
て
お
り
、

特
に
王
家
と
の
外
戚
関
係
の
有
無
に
よ
る
変
動
が
激
し
か
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
た
。
次
章
で
は
、
こ
う
し
た
政
治
的
地
位
の
変
動
を
踏
ま
え
、
そ
れ
が

徳
大
寺
家
の
家
領
集
積
の
動
向
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
分
析
し
た
い
。

　
①
㎎
古
事
談
隔
第
二
待
賢
門
院
入
内
事
。

　
②
隅
今
鏡
』
第
二
鳥
羽
の
御
賀
。

　
③
玉
井
力
「
「
院
政
」
支
配
と
貴
族
蜜
入
層
」
（
『
平
安
時
代
の
貴
族
と
天
皇
㎞
岩

　
　
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
八
七
年
）
。

　
④
掛
台
託
輪
久
安
六
年
余
月
＝
百
条
。
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徳大旧家の荘園集積（佐伯）

⑤
橋
本
義
彦
『
藤
原
頼
長
』
（
吉
川
弘
文
館
、
｝
九
六
四
年
）
、
元
木
泰
雄
『
藤
原

　
忠
実
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

⑥
『
兵
範
記
』
久
寿
二
年
十
月
二
十
六
日
条
・
保
元
元
年
十
月
二
十
七
日
条
。

⑦
元
木
泰
雄
「
後
白
河
院
と
平
氏
扁
（
『
院
政
富
山
治
史
研
究
端
唄
文
閣
出
版
、
一

　
九
九
六
年
、
初
出
～
九
九
二
年
）
。

⑧
『
尊
卑
分
脈
』
、
『
山
梶
記
』
応
保
元
年
十
二
月
十
七
日
条
、
『
公
卿
補
任
』
応

　
保
二
年
項
。

⑨
五
味
文
彦
『
平
清
盛
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
。

⑩
開
顕
広
王
記
㎏
長
寛
元
年
六
月
二
十
五
日
条
幽
愚
管
抄
』
巻
第
二
。
な
お
、

　
隅
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
は
大
蔵
大
輔
善
盛
女
、
咽
平
家
物
語
』
は
伊
吉
兼
盛
女
、

　
開
百
錬
抄
』
は
大
蔵
大
輔
藤
原
義
盛
女
と
す
る
。

⑪
㎎
長
秋
記
㎞
大
治
四
年
四
月
三
日
条
。

⑫
「
致
」
と
「
被
」
は
崩
し
が
酷
似
し
て
い
る
。
文
字
は
最
古
の
写
本
で
あ
る
東

　
旨
旨
文
庫
所
蔵
本
を
写
真
で
確
認
。
な
お
、
致
遠
の
出
羽
守
補
任
は
大
治
四
年
正

　
月
廿
四
日
で
あ
る
が
（
『
中
右
記
』
）
、
彼
以
前
に
儲
破
氏
の
も
の
が
出
羽
守
に
補

　
任
さ
れ
た
例
は
確
認
で
き
ず
、
『
出
羽
前
司
』
と
あ
る
の
は
『
長
秋
記
』
無
主
の

　
源
三
時
な
い
し
彼
が
得
た
情
報
の
誤
り
か
。

⑬
右
官
掌
中
原
国
用
陳
状
（
九
条
家
本
『
中
右
記
』
元
永
元
年
秋
冬
巻
紙
背
文
書
、

　
『
鎌
倉
遺
文
』
三
五
六
〇
隣
写
）
。

⑭
第
一
皇
子
の
尊
恵
は
六
条
の
約
四
ヶ
月
前
に
出
生
（
『
百
錬
抄
』
応
保
二
年
七

　
月
二
十
二
日
条
）
。

⑮
糊
古
今
著
聞
集
隔
二
十
段
、
後
徳
大
寺
実
定
春
日
社
に
詣
で
て
昇
任
起
請
丼
び

　
に
厳
島
に
参
詣
の
事
。

⑯
た
と
え
ば
、
『
玉
葉
』
寿
永
二
年
八
月
十
日
条
。

⑰
岡
玉
葉
』
文
治
元
年
～
二
月
二
十
七
日
条
。

⑱
た
と
え
ば
、
陣
定
は
『
玉
葉
』
仁
安
三
年
十
二
月
二
十
九
日
条
、
仏
事
は
『
玉

　
葉
㎞
仁
安
二
年
二
月
八
日
条
。

⑲
源
有
仁
の
正
室
は
藤
原
公
実
女
（
門
今
鏡
臨
巻
聞
伏
し
柴
）
。
実
定
の
花
園
説

　
継
承
に
つ
い
て
は
『
玉
葉
』
建
久
元
年
十
月
二
十
六
日
条
な
ど
に
見
え
る
（
田
島

　
公
「
源
有
半
編
の
儀
式
轡
の
伝
来
と
そ
の
意
義
一
花
園
説
の
系
譜
1
」
（
『
史

　
林
隔
七
三
巻
三
号
、
一
九
九
〇
年
）
）
。

⑳
松
島
周
一
「
藤
原
経
宗
の
生
涯
－
後
白
河
院
政
と
貴
族
麟
に
つ
い
て
一
」

　
（
『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
』
第
四
二
輯
（
人
文
科
学
）
、
～
九
九
三
年
）
。

⑳
　
　
『
承
久
兵
乱
記
㎞
上
　
き
ん
つ
き
こ
う
い
け
ん
の
事
。

第
二
車
　
徳
大
寺
家
の
荘
園
集
積
過
程

1
鳥
羽
院
政
前
期

　
近
衛
天
皇
即
位
ま
で
の
鳥
羽
院
政
前
期
に
成
立
す
る
徳
大
寺
家
領
荘
園
に
、

紀
伊
国
粟
栖
庄
が
あ
る
。
栗
栖
庄
は
粉
河
寺
領
で
、
徳
大
寺
家
は
領
家
で
あ

①る
。
そ
の
成
立
事
情
は
、
保
延
四
（
一
＝
二
八
）
年
三
月
華
五
日
付
藤
原
公

　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

能
寄
進
状
案
・
久
安
二
（
＝
四
六
）
年
四
月
廿
九
日
付
鳥
羽
院
庁
下
文
案

か
ら
知
ら
れ
る
。

　
寄
進
状
に
よ
る
と
栗
栖
庄
は
、
公
能
の
病
の
原
因
で
あ
る
粉
河
寺
の
崇
り

を
払
う
た
め
に
、
毎
日
修
三
時
供
養
法
・
奉
読
大
般
若
経
の
料
足
と
し
て
、

粉
河
寺
に
施
入
さ
れ
た
。
当
時
の
紀
伊
守
は
実
事
の
養
子
藤
原
至
重
、
知
行

　
　
　
　
　
　
　
④

国
主
は
実
能
で
あ
り
、
雑
事
賦
課
を
め
ぐ
る
紀
伊
国
衙
と
粉
河
寺
の
争
い
が

崇
り
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
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し
か
し
、
久
安
二
年
の
鳥
羽
院
庁
下
文
に
よ
る
と
、
日
前
宮
の
訴
え
の
た

め
、
栗
栖
庄
は
寄
進
超
す
ぐ
に
は
立
冬
さ
れ
な
か
っ
た
。
実
際
の
立
荘
は
、

神
託
郡
が
栗
栖
の
代
替
と
し
て
日
前
宮
に
施
入
さ
れ
た
保
延
六
（
一
一
四

　
　
　
　
　
⑤

○
）
年
頃
か
ら
、
粉
河
寺
が
栗
栖
庄
不
輸
を
申
請
し
た
天
養
元
（
二
四

四
）
年
ま
で
の
期
間
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
院
庁
下
文

に
よ
り
、
栗
栖
庄
は
不
輸
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
ま
ず
、
栗
栖
庄
の
地
利
用
途
で
あ
る
毎
日
修
三
時
供
養
法
・
奉
読

大
般
若
経
が
、
鳥
羽
院
庁
下
文
で
鳥
羽
院
御
祈
願
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
院
近
臣
が
院
の
御
願
寺
領
荘
園
を
下
縁
す
る
際
、
院
の
御
祈
願

仏
事
の
料
足
に
充
て
る
こ
と
を
名
目
に
認
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

　
　
　
⑥

て
い
る
が
、
栗
栖
庄
も
そ
の
類
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
、
粉
河
寺
が
鳥
羽
院
御
祈
願
所
と
な
っ
た
時
期
に
注
目
す
る
。
『
粉

河
寺
縁
起
臨
に
よ
る
と
御
祈
願
所
設
定
は
、
保
延
四
（
一
＝
二
八
）
年
の
鳥

羽
院
熊
野
詣
途
上
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
鳥
羽
院
は
、
待
賢
門
院
ら
と
共
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

正
月
二
十
六
日
に
鳥
羽
を
発
っ
て
お
り
、
御
祈
願
所
設
定
も
こ
の
数
日
後
に

行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
同
年
三
月
十
五
日
と
い
う
寄
進
状
の
日
付
が
、
御

祈
願
所
設
定
と
非
常
に
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
御
祈
願
所
設
定

と
寄
進
は
、
と
も
に
事
前
に
計
画
さ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
そ
の
背
景
と
し
て
、
こ
の
年
が
豊
能
の
紀
伊
知
行
の
最
終
年
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
任
終
を
迎
え
た
受
領
は
利
権
獲
得
の
た
め
に
荘

園
認
可
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
多
い
が
、
お
そ
ら
く
当
時
の
実
能
も
、
任

中
に
得
た
利
権
を
確
保
す
る
方
策
を
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
自
ら
の
欲
求

を
満
た
し
、
か
つ
粉
河
寺
と
の
紛
争
も
解
決
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
実

能
は
粉
河
寺
の
御
祈
願
所
化
と
栗
栖
庄
の
粉
河
寺
施
料
を
自
ら
の
主
導
で
行

っ
た
の
で
あ
り
、
院
庁
下
文
の
発
給
は
そ
の
成
果
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
栗
植
庄
の
事
例
か
ら
、
徳
大
寺
家
が
待
賢
門
院
を
通
じ
て
の
鳥
羽

院
と
の
関
係
を
利
用
し
、
御
祈
願
所
設
定
と
自
家
領
荘
園
立
荘
と
を
主
導
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
白
河
院
政
期

の
醍
醐
御
願
寺
領
と
村
上
源
氏
顕
房
流
・
鳥
羽
院
政
期
の
諸
御
願
寺
領
と
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

原
氏
末
茂
流
の
事
例
と
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
立
荘
に
際
し
て
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

司
や
知
行
国
主
が
果
た
し
た
役
割
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

点
も
栗
栖
庄
に
共
通
し
て
い
る
。

　
ま
た
実
能
は
、
紀
伊
国
知
行
期
間
に
、
自
家
領
荘
園
だ
け
で
な
く
他
の
御

願
寺
領
荘
園
の
立
荘
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
、
高
野
山
大

伝
法
院
領
五
箇
荘
に
注
窮
し
た
い
。

　
高
野
山
大
伝
法
院
は
大
治
四
（
一
＝
一
九
）
年
頃
に
垂
尾
が
創
建
し
た
寺

院
で
あ
り
、
五
箇
荘
は
石
手
・
山
崎
・
弘
田
・
岡
田
・
山
東
の
五
つ
の
荘
園

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
紀
伊
国
に
お
け
る
領
域
型
荘
園
の
最
初
期
の
事
例
で
あ

⑪り
、
そ
の
成
立
時
期
は
、
第
一
期
の
石
手
建
立
荘
と
、
第
二
期
の
山
崎
・
弘

田
・
岡
田
・
山
東
の
四
個
庄
立
荘
と
に
分
け
ら
れ
る
（
表
2
）
。
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表2　高野山大伝法院領五箇荘関連年表

年号 出来事 史料 紀伊飼司

大治元（1126）7 平富里、私領石手村を覚錘に奇進 H2081 藤原霊長
8 石手村立券を命じる国司庁宣発給 旺2083 天治二（1125）

1．28～

三（1128）4。3 国衙在庁により石手庄立券 H2116 大治四（1129）

12．29

四（1129）2．3 覚鑓、白河院に上手庄立荘の院宣申講 H2124

7．7 自河院死去 ※ユ

8 覚鍍、鳥羽院に石手庄立荘の院宣申請 H2143

1L3 石手庄立券を命じる鳥羽院庁牒発給 H2145

ユ1．10 石寺庄立券を命じる国司庁宣発給 H2146

11．21 国使・御使により国手庄検注・立券 H2146

長承元（1132）10 大伝法院建立 ※2 藤原公重

10．3 山晴・弘田・岡田・山東四庄の立券を H2243 大治五（1130）

命じる鳥羽院宣牒発給 一45 1。28～

ll．3 四庄の立券を命じる国司庁宣発給 H2248 保延四（U38）

一50 1．カ

11．13 国使・国使により四庄立券 H2248 （知行国主

一16 一50 藤原実能）

12 四庄の不輸を認める鳥羽院庁牒発給 H2254

一56

H＝『平安遺文」　※1『中右記」同日条。※2『中右記」同年十月二十日条。

　
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
一
期
の
立
荘
が
四
年
間
か
け
て
か
な

り
の
苦
闘
の
中
で
行
わ
れ
た
の
に
対
し
、
第
二
期
で
は
大
伝
法
院
落
慶

に
合
わ
せ
て
、
四
個
庄
が
一
括
し
て
迅
速
に
立
縞
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
申
請
者
の
覚
鍍
と
許
認
可
者
の
鳥
羽
院
の
意
向
が
想
定
さ

れ
る
が
、
手
続
き
上
重
要
な
役
割
を
果
た
す
知
行
国
主
や
国
司
の
動
向

も
看
過
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
第
二
期
立
荘
こ
そ
が
、
実
能
の
知

行
期
間
に
当
た
る
の
で
あ
る
。

　
大
伝
法
院
建
立
に
際
し
て
は
、
徳
大
寺
家
と
鳥
羽
院
と
の
パ
イ
プ
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
あ
る
待
賢
門
院
も
金
剛
薩
唾
像
を
造
立
し
て
い
る
。
ま
た
大
治
二

（一

∴
齊
ｵ
）
年
、
高
野
山
に
白
河
・
鳥
羽
両
院
御
願
の
東
西
両
塔
が

建
立
さ
れ
た
が
、
鳥
羽
院
御
願
の
西
塔
は
越
中
守
藤
原
公
能
・
知
行
国

主
実
証
の
成
功
に
よ
り
建
て
ら
れ
、
そ
の
結
果
紀
伊
国
が
十
能
の
知
行

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

国
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
係
か
ら
、
大
規
模
か
つ
迅
速
な

第
二
期
立
項
の
背
景
に
は
、
鳥
羽
院
・
覚
鍍
・
丁
目
の
一
工
者
に
よ
る
周

到
な
準
備
が
想
定
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
実
用
は
、
自
家
領
荘
園
に
と
ど
ま
ら
ず
他
の
院
御
願
寺

領
立
荘
に
も
奉
仕
し
て
い
る
。
実
能
の
活
動
は
、
こ
う
し
た
点
で
も
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

上
源
氏
顕
房
流
や
藤
原
氏
末
茂
流
の
事
例
と
共
通
し
て
お
り
、
村
上
源

氏
寸
寸
流
と
藤
原
氏
末
茂
流
の
間
に
徳
大
寺
家
を
挿
入
し
た
立
荘
主
導

勢
力
の
変
遷
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
、
徳
大
寺
家
に
よ
る
大
規
模
な
御
願
寺
領
立
荘
の
事
例
は
、
こ
れ

以
後
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
待
賢
門
院
の
凋
落
と
崇
徳
院
の
不

遇
、
美
学
門
院
と
藤
原
降
等
茂
流
～
門
の
勢
力
伸
張
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
徳
大
寺
家
は
鳥
羽
院
と
の
政
治
的
パ
イ
プ
を
絶
た
れ
、
立
荘
推
進

者
の
立
場
を
末
茂
流
に
奪
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
立
荘
推
進
者
と
し
て
の
立
場
を
下
っ
た
徳
大
寺
家
で
あ
る
が
、

～
方
で
家
産
形
成
の
観
点
か
ら
は
、
荘
園
集
積
は
当
然
希
求
さ
れ
た
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
状
況
下
で
徳
大
寺
家
が
ど
の
よ
う
に
荘
園
集
積
を
図
っ
た
の
か

に
つ
い
て
、
次
節
で
は
分
析
す
る
。

2
　
鳥
羽
院
政
後
期

　
近
衛
天
皇
即
位
後
の
鳥
羽
院
政
後
期
に
成
立
し
た
徳
大
寺
家
領
に
は
、
阿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

波
国
名
西
河
北
庄
が
あ
る
。
当
庄
に
つ
い
て
は
徳
野
隆
に
よ
る
研
究
が
あ
る

が
、
成
立
の
背
崇
は
ほ
と
ん
ど
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
根
本
的
な
部
分
で
賛

成
し
か
ね
る
点
も
多
い
。
そ
こ
で
、
以
下
当
言
の
成
立
過
程
を
詳
述
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
名
西
河
北
庄
の
成
立
事
情
は
、
年
月
日
不
詳
右
官
掌
中
原
国
用
陳
状
に
よ

り
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
寺
庄
預
所
職
を
巡
る
領
家
預
所
間
争
論
に
際
し
領
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

側
が
出
し
た
陳
状
で
あ
り
、
冒
頸
に
領
家
（
不
明
）
・
預
所
（
源
氏
闘
源
康

重
女
）
双
方
が
提
出
し
た
証
文
の
一
覧
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
軍
官
掌
中
原
国
用
陳
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

　
　
　
　
阿
波
国
名
西
河
北
御
庄
預
○
職
事
源
氏
非
論
子
細
状

　
　
　
副
管
　
領
家
御
門
文
案
一
巻
四
通

　
　
　
　
康
治
二
年
本
領
主
轟
然
寄
進
予
内
大
臣
家
北
政
所
状
…
B

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
　
　
天
養
元
年
丸
子
連
献
立
券
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
C

　
　
　
　
仁
平
四
年
徳
大
寺
左
大
臣
家
好
領
内
寄
進
子
院
廃
状
…
D

　
　
　
　
同
年
面
罵
御
下
文
鳥
羽
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
E

　
　
　
預
所
注
進
讃
文
塞
巻
七
通

　
　
　
　
康
治
元
年
本
領
主
譲
干
大
蔵
権
少
輔
致
遠
状
　
　
　
…
A

　
　
　
　
応
保
二
年
徳
大
寺
左
大
臣
家
姫
君
御
下
文

　
　
　
　
同
和
字
状

　
　
　
　
同
年
致
遠
灘
酩
譲
干
男
康
致
状

　
　
　
　
文
治
二
年
一
条
宰
相
殿
御
下
文
評
籍
概
隔
纈
練
繍
綴
欝
纈
青
立
治

　
　
　
　
建
久
三
年
康
致
譲
子
康
重
状

　
　
　
　
嘉
禄
二
年
康
重
雛
魑
譲
子
源
氏
状

　
　
（
記
号
A
～
E
は
筆
者
が
年
代
順
に
付
し
た
）

　
ま
ず
文
書
A
に
つ
い
て
、
源
氏
側
は
「
こ
の
御
庄
の
を
こ
り
ハ
、
先
祖
致

遠
本
領
主
妙
成
か
同
心
し
て
、
徳
大
寺
入
道
左
大
臣
殿
に
寄
せ
た
て
ま
つ
り

て
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
領
家
方
の
中
原
国
用
は
文
書
B
を
引

き
、
「
領
家
最
初
第
…
の
御
法
文
通
、
康
治
二
年
本
領
主
開
成
直
二
内
大
臣

家
北
政
所
預
□
寄
進
云
々
」
と
述
べ
て
、
文
書
A
に
つ
い
て
は
、
「
康
治
元
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（
マ
マ
）

年
致
□
妙
成
か
譲
を
え
た
り
と
い
へ
と
ん
、
等
号
か
な
ひ
か
た
き
に
よ
り
、

か
の
譲
状
を
あ
ら
た
め
て
内
大
臣
殿
御
室
家
の
御
領
に
よ
せ
た
ま
へ
り
て
、

書
落
を
と
け
た
り
と
み
え
た
り
」
と
し
て
い
る
。
両
者
の
主
張
は
真
っ
向
か

ら
対
立
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
、
名
西
河
北
庄
の
も
と
と
な
っ
た
私
領

が
康
治
年
間
に
徳
大
寺
家
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
、
そ
の
根
本
領
主
が
幌
成

で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
の
ち
に
預
所
職
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
際
何
ら
か
の
形
で
致
遠
が
関
わ
っ
た
こ
と
も
確
実
で
あ
ろ
う
。

　
妙
成
に
つ
い
て
は
ほ
か
に
史
料
が
な
く
、
何
者
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か

し
、
大
蔵
権
少
輔
の
官
歴
や
「
出
羽
入
道
」
の
呼
称
に
よ
り
、
致
遠
は
伊
岐

　
　
　
　
　
　
　
⑲

致
遠
に
比
定
で
き
る
。
融
雪
と
徳
大
寺
家
と
の
関
係
や
、
そ
れ
が
六
条
天
皇

即
位
に
与
え
た
政
治
的
影
響
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
宏
遠
は
家
産
面
で
も
徳

大
寺
家
に
奉
仕
し
、
多
大
な
貢
献
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
文
書
B
で
は
も
う
一
つ
、
こ
の
私
領
が
「
内
大
臣
軽
愚
政
所
」
に

寄
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
「
内
大
臣
」
は
藤
原
頼

長
、
「
北
政
所
」
は
実
能
の
女
子
幸
子
を
指
す
。
こ
の
時
期
の
実
能
が
、
政

治
的
に
は
摂
関
家
と
の
関
係
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
幸

子
が
寄
進
先
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
名
西
河
北
庄
成
立
に
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
っ
た
の
か
。

　
文
書
C
か
ら
、
名
西
河
北
庄
は
天
養
元
（
一
一
四
四
）
年
に
立
券
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
院
庁
下
文
や
官
宣
旨
等
に
よ
る
立
券
の
場
合
、
立
券
状
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

は
院
宣
・
天
使
が
煮
立
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
「
在
鷹
連
部
立
券
状
」
と
の

記
述
か
ら
、
こ
の
立
券
は
国
司
庁
宣
の
み
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
。
当
時
の
阿
波
守
藤
原
頼
佐
は
為
房
流
若
芽
男
で
、
実
能
女
を
母
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

徳
大
寺
家
の
縁
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い
の
は
、
頼
佐

が
摂
関
家
忠
実
・
頼
長
側
の
家
司
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
先
述
の
実
能
と
摂

関
家
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
、
頼
佐
が
立
券
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
語
勢
が
幸
子
に
寄
進
さ
れ
た
理
由
は
、
摂
関
家
の
援

助
を
期
待
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
、
名
西
河
北
庄
は
後
に
本
家
1
1
摂
関
家
・

領
家
1
1
徳
大
寺
家
と
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
当
該
期
の
徳
大

寺
家
は
、
家
産
の
面
で
も
摂
関
家
の
後
援
に
依
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
鳥

羽
院
政
期
に
藤
原
宗
忠
や
東
大
寺
・
醍
醐
寺
が
、
藤
原
忠
実
の
威
勢
を
頼
っ

て
荘
園
集
積
や
維
持
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
⑫
こ
の
時

点
で
の
徳
大
寺
家
の
活
動
も
同
様
の
例
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
文
書

D
・
E
に
よ
る
と
名
西
河
北
庄
は
、
仁
平
四
（
一
一
五
四
1
1
久
寿
元
）
年
に

鳥
羽
院
の
庁
分
荘
園
と
し
て
再
立
荘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
徳
野
隆
は
、

幸
子
が
実
能
よ
り
も
先
に
死
去
し
た
た
め
と
し
て
い
る
が
、
幸
子
の
死
虫
は

久
寿
二
（
＝
五
五
）
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
あ
り
え
な
い
。
で

は
、
そ
の
理
由
は
何
だ
っ
た
の
か
。

　
こ
こ
で
再
び
阿
波
守
に
注
目
す
る
と
、
頼
佐
の
後
任
に
は
、
久
安
三
（
一
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⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

一
四
七
）
年
に
藤
原
極
重
が
任
じ
ら
れ
た
。
腰
綱
は
二
院
流
の
傍
流
で
、
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

実
清
は
崇
宿
院
の
近
臣
で
あ
る
か
ら
、
徳
大
寺
家
と
の
関
係
は
良
主
だ
っ
た

だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
保
綱
は
仁
平
元
（
＝
五
～
）
年
七
月
に
突
如
阿
波

　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

守
を
解
任
さ
れ
、
翌
年
藤
原
成
心
が
そ
の
後
任
と
な
っ
た
。
成
層
は
鳥
羽
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

側
近
の
為
房
流
顕
頼
の
子
で
、
顕
頼
の
嫡
男
で
鳥
羽
・
後
白
河
両
院
の
側
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
る
光
頼
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
。

　
知
行
国
主
・
国
司
の
変
動
が
荘
園
の
存
続
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
⑫
実
能
に
と
っ
て
も
こ
の
国
司
変
動
は
大
き
な
痛
手

だ
っ
た
だ
ろ
う
。
加
え
て
、
同
年
九
月
に
は
藤
原
頼
長
が
鳥
羽
院
の
近
臣
藤

原
家
成
の
邸
宅
を
破
却
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
事
件
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

き
っ
か
け
に
鳥
羽
院
は
頼
長
を
疎
み
始
め
た
と
伝
え
ら
れ
お
り
、
頼
長
の
院

近
臣
と
の
衝
突
と
権
威
低
下
は
、
名
西
河
北
庄
存
立
に
不
利
に
作
用
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
情
が
、
新
国
司
成
頼
を
通
じ
て
の
鳥
羽
院
へ
の

寄
進
・
再
立
荘
を
促
す
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
名
西
河
北
庄
が
鳥
羽
院
の
庁
分
荘
園
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
当
庄
に
関
し
て

徳
大
寺
家
は
、
鳥
羽
院
の
下
に
従
属
す
る
存
在
と
な
っ
た
。
久
寿
二
（
＝

五
五
）
年
の
幸
子
死
去
と
、
そ
れ
に
続
く
近
衛
天
皇
死
去
・
後
白
河
天
皇
即

位
に
よ
り
、
徳
大
寺
家
が
再
び
王
家
の
外
戚
と
な
り
、
政
治
的
に
摂
関
家
か

ら
離
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
名
西
河
北
庄
は
、
そ
れ
に
先
行
す
る
事

態
が
家
産
面
で
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
重
要
な
事
例
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
鳥
羽
院
政
後
期
に
徳
大
寺
家
は
、
政
治
的
地
位
の
維
持

だ
け
で
な
く
家
産
の
形
成
・
維
持
を
も
、
摂
関
家
と
の
関
係
に
よ
り
行
お
う

と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
試
み
は
結
果
的
に
失
敗
し
、
徳
大

寺
家
は
鳥
羽
院
に
従
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

3
　
後
白
河
天
皇
即
位
以
後

　
後
白
河
天
皇
即
位
後
か
ら
治
承
・
寿
永
内
乱
期
ま
で
に
成
立
し
た
徳
大
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

家
領
荘
園
に
は
、
丹
波
国
私
市
庄
・
美
作
国
河
内
庄
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
四
条
坊
門
賀
茂
別
宮
社
（
以
下
、
賀
茂
別
宮
と
略
す
）
領
荘
園
で
あ

り
、
徳
大
寺
家
の
持
つ
権
利
内
容
は
不
明
だ
が
、
「
件
墨
書
爲
二
漁
家
御
沙

汰
衰
争
進
薔
茂
別
宮
鰐
門
御
領
こ
・
の
吝
寛
囎
ま
た
預

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

所
職
は
徳
大
寺
家
が
補
任
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
両
庄
の
成
立
事
情
は
、
建
久
四
（
＝
九
三
）
年
八
月
五
日
無
官
宣
旨
に

よ
り
知
ら
れ
る
。
こ
の
宣
旨
は
、
賀
茂
別
宮
の
元
神
主
賀
茂
政
平
の
子
久
平

と
、
現
神
主
の
賀
茂
資
保
と
の
間
に
起
こ
っ
た
、
両
極
の
知
行
権
を
巡
る
争

論
に
関
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
端
裏
書
「
［
H
］
四
条
坊
門
社
領
　
宣
旨
」
）

　
　
左
弁
宮
下
　
賀
茂
別
堂
廊

　
　
　
雑
事
弐
箇
條

　
　
～
　
慮
下
臨
時
向
後
付
二
四
条
坊
門
油
小
路
所
在
夏
物
一
［
U
令
二
知
行
一
社
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徳大奪家の荘園集積（佐伯）

領
丹
波

　
右
、
得
二
記
録
所
去
一
　
月
二
日
譲
状
【
僻
、
唐
土
両
方
文
書
｝
勘
口
知
子

□
之
腱
、
如
二
久
平
所
進
承
保
元
年
十
二
月
譲
状
｝
者
、
丹
波
宗
正
稻
二

先
□
橋
頭
硬
筆
↓
以
由
芸
林
六
十
九
町
八
段
川
藻
レ
譲
二
三
女
夫
菅
原

宗
兼
納
相
等
由
緒
不
レ
注
二
二
状
ハ
癒
徳
二
年
二
月
同
宗
正
野
毒
言
田
畠

七
町
七
段
□
八
幡
御
血
祭
愛
甲
与
字
菅
権
寺
主
ハ
同
年
八
月
僧
正
範

［
豊
郷
［
］
野
司
一
町
出
蓋
物
代
［
U
］
紀
大
矢
、
態
保
元
年
七
月
高
橋

宗
長
沙
二
件
軍
監
文
ハ
二
二
先
祖
相
懸
領
ハ
糞
土
田
畠
荒
熟
五
十
五
町
七

段
絵
歩
一
寄
進
之
時
、
十
三
町
四
段
之
外
、
乖
二
嘉
口
慮
徳
之
坪
付
↓
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

次
第
手
継
文
不
二
副
渡
｛
□
、
宗
長
不
一
寄
進
　
以
前
、
永
暦
元
年
四
月

目
一
　
見
作
田
十
七
町
三
段
廿
五
代
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B

田
｝
之
由
、
國
□
成
二
魔
宣
ハ

永
爲
二
政
□
沙
汰
↓
可
レ
充
；
御
供

同
年
十
月
駒
鞍
郷
皇
院
御
祈
新
永
奉
免
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C

旨
、
同
速
成
＝
國
判
い
是
等
被
レ
立
コ
替
私
市
庄
｝
岩
壁
也
、
慮
保
二
年
二

月
以
二
國
使
【
堺
二
四
至
一
打
二
膀
樹
間
検
注
引
時
、
所
レ
載
；
彼
立
券
文
一
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
廿
町
九
段
四
十
五
代
也
、
看
過
二
永
暦
鷹
宣
言
陣
営
萬
元
年
十
一
月

宣
旨
云
、
以
二
字
私
市
郷
　
爲
二
不
輸
庄
一
者
、
口
裏
懸
者
任
一
嵩
劃
一
政
平

子
子
孫
孫
相
縫
、
限
二
往
代
「
可
レ
令
レ
勤
黒
本
公
家
＃
殿
下
御
祈
一
之
旨

細
引
干
状
中
門
□
所
進
延
長
元
年
十
一
月
私
市
郷
住
人
三
富
俊
沽
券

状
云
、
賀
茂
大
明
神
□
導
出
未
進
代
、
費
目
渡
禰
宜
一
儲
、
凡
被
レ
供
凋
進

賀
茂
墨
髭
膳
一
事
者
、
寛
治
四
年
也
、
又
留
守
所
与
覇
云
、
目
代
伊
賀

椹
守
散
位
上
野
朝
臣
井
石
間
一
介
丹
波
直
、
同
　
　
年
國
司
鷹
宣
云
、
大

介
散
位
大
江
朝
臣
云
々
、
是
未
曾
有
之
判
署
也
、
就
レ
中
延
長
二
年
國

司
紀
賛
意
也
、
件
本
券
案
止
立
労
多
、
難
レ
備
義
脚
ハ
可
レ
被
レ
召
熊
見

正
文
一
睡
、
養
和
元
年
九
月
口
宣
旨
云
、
資
保
子
孫
相
傳
門
守
任
神
主
｝

令
レ
知
讃
行
彼
庄
「
者
、
元
暦
元
□
院
鷹
御
下
文
云
、
停
笥
止
久
平
濫

妨
｝
令
二
資
保
知
行
一
者
、
就
レ
之
案
レ
之
、
宗
□
寄
調
進
當
社
一
之
蒔
、
更

無
下
附
訓
嘱
政
平
「
之
蒲
田
久
平
傳
領
無
理
致
黙
、
融
資
保
補
二
神
主
｝
之

後
、
難
レ
申
劃
下
宣
旨
井
院
鷹
御
下
文
↓
相
訓
傳
子
孫
　
之
状
、
巳
無
二
由

緒
一
歎
、
然
者
野
盗
向
後
爲
一
一
彼
社
神
主
之
輩
↓
可
レ
令
二
知
行
一
三
者
、

左
大
頭
宣
、
奉
レ
勅
、
依
二
勘
申
【
者
、

一
　
慮
下
自
今
以
後
付
罷
工
同
別
社
神
主
三
一
令
扁
一
分
附
一
驚
石
神
用
上
美
作

國
河
内
南
庄
壱
潔
癖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
右
、
得
二
同
前
勘
聖
訓
儒
、
本
庄
久
平
所
進
平
治
元
年
十
｛
月
國
司
廃

宣
□
以
二
散
位
政
平
ハ

ー
　
　
F

定
調
遣
河
内
南
保
司
職
ハ
令
レ
備
職
進
當
社
毎
月
御

新
一
者
、

G

永
暦
元
年
四
月
禁
輸
御
回
、
爲
二
政
平
沙
汰
【
爲
二
御
供
析
｝
著
、

同
年
九
月
廉
宣
云
、
無
二
社
領
ハ
社
使
國
使
相
電
報
訓
定
四
至
膀
示
一
者
、

如
二
丁
状
一
瞥
、
政
平
及
二
子
子
孫
孫
｝
可
レ
令
二
知
行
皿
之
識
量
レ
之
、
然
而

以
帰
二
任
國
鞭
毛
宣
一
寸
二
郷
司
｝
許
欺
、
随
三
保
二
年
注
二
子
細
｝
経
二
奏

聞
｝
之
塵
、
難
レ
被
レ
問
二
國
司
↓
重
不
レ
蒙
二
軸
免
之
総
言
ハ
而
故
入
道
左

大
臣
家
、
以
＝
界
雷
「
可
レ
補
二
神
主
…
之
由
、
経
二
院
奏
｝
所
レ
被
レ
補
也
、
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其
後
養
和
元
年
九
月
資
保
子
孫
相
傳
可
二
知
行
【
之
由
、
申
コ
下
宣
旨
之

　
　
上
↓
元
暦
二
年
二
月
可
レ
停
調
止
久
平
濫
妨
一
之
旨
、
被
レ
成
二
院
鷹
下
文

　
　
畢
、
今
就
一
　
件
等
状
一
案
二
子
細
一
両
方
共
不
レ
帯
二
相
承
濡
文
契
い
自
今

　
　
以
後
、
爲
二
神
主
之
雛
一
備
二
干
分
附
一
可
レ
充
二
神
用
【
歎
、
抑
□
私
市
庄
、

　
　
云
二
河
内
南
庄
ハ
共
選
二
新
島
沢
地
↓
須
レ
被
二
停
慶
一
鰍
、
然
黙
諾
盗
汗

　
　
重
器
有
二
由
緒
一
云
云
、
此
庄
等
之
外
、
無
二
他
領
一
極
、
偏
被
レ
二
二
社

　
　
用
一
之
條
、
神
慮
難
レ
測
、
他
領
之
有
無
、
国
用
之
多
少
、
先
被
レ
奉
唱
間

　
　
社
家
下
愚
レ
被
二
裁
断
者
、
同
宣
、
奉
レ
勅
、
同
依
勘
申
一
者
、

　
　
　
以
前
條
事
如
レ
件
、
社
宜
二
承
知
ハ
以
レ
宣
行
レ
之
、

　
　
　
　
建
久
四
年
八
月
五
日
　
　
　
　
　
　
大
史
小
槻
宿
禰
（
花
押
）

　
　
　
中
弁
藤
原
朝
臣
（
花
押
）

　
　
　
　
　
（
記
号
・
傍
線
・
訓
点
は
筆
者
が
付
し
た
）

　
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
久
平
は
立
荘
の
際
に
父
政
平

が
子
孫
相
伝
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
根
拠
と
す
る
の
に
対
し
、
資
保
は
別
宮

神
主
補
任
以
後
の
神
主
と
し
て
の
沙
汰
権
を
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
実
際
に
立
荘
に
関
わ
っ
た
の
は
政
平
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
久
平
の
主
張
を
分
析
し
、
両
庄
の
成
立
事
情
を
追
い

た
い
。

　
①
私
市
庄

　
永
暦
元
（
＝
六
〇
）
年
四
月
に
国
司
庁
宣
が
発
給
さ
れ
、
見
作
田
十
七

町
三
段
廿
五
代
が
政
平
の
沙
汰
と
し
て
御
供
田
に
充
て
ら
れ
た
（
A
）
。
と

こ
ろ
が
、
同
年
十
月
に
駒
鞍
郷
が
斎
院
の
無
料
に
充
て
ら
れ
、
御
供
田
は
私

市
庄
の
地
に
立
て
替
え
ら
れ
た
（
B
）
。
そ
の
後
、
膳
保
二
（
一
一
六
二
）

年
二
月
に
国
使
に
よ
る
四
至
膀
示
・
検
注
が
行
わ
れ
、
廿
町
九
段
四
十
五
代

が
立
券
さ
れ
た
（
C
）
。
こ
の
立
券
は
、
国
使
以
外
の
関
与
を
確
認
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
国
司
庁
宣
の
み
に
よ
る
四
一
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
永
万
元
（
＝
六
五
）
年
十
～
月
に
、
私
市
郷
を
不
輸
と
す
る
宣
旨
が
出

さ
れ
た
（
D
）
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
永
万
元
年
の
宣
旨
が
、
「
隈
往
代
可
令
勤
行

公
家
拝
殿
下
御
祈
」
と
の
理
由
で
、
不
輸
を
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当

時
の
「
公
家
」
1
1
天
皇
は
六
条
天
皇
、
「
殿
下
」
1
1
摂
政
は
基
実
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
通
り
、
両
者
と
徳
大
寺
家
は
中
宮
育
子
・
伊
岐
致
遠
を
通
じ

て
密
接
な
閾
係
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
宣
旨
の
文
言
に
よ
り
、
徳
大
寺
家
に
と

っ
て
六
条
天
皇
の
存
在
が
、
経
済
面
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
表
3
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
丹
波
の
国
務
は
、
徳
大

寺
家
お
よ
び
閑
院
流
他
家
・
徳
大
寺
家
姻
戚
関
係
者
が
多
く
担
当
し
て
い
た
。

永
暦
元
年
四
月
の
御
供
田
設
定
も
、
閑
院
流
三
条
家
の
実
行
の
知
行
下
で
行
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表3　丹波国司表

在任期問 丹波守 知行国主 備考

久安五年（U50）8／28

`久寿二年（l155）

藤原成兼 藤原実能 成兼は閑院流傍流・三条家藤原公
ｳ養子（『尊卑分脈』）。

久寿二年（1155）9／12

`保元二年（1157）12／7

藤原長方

保元：二年（1157）12／17

`保元三年（U58）10／6

藤原能保 能保母は藤原公能女（『尊卑分
ｬ』）。

保元三年（U58）10／6

`平治元年（1159）

藤原成行 成行の父顕成は三条家藤原実行養

q（隊卑分脈』）。

平治元年（1エ59）10／26

皷i暦元年（1160）7／7

藤原定隆 藤原実行

永暦元年（1160）～長寛元年（1163） 藤原隆行 隆行は中宮藤原育子家司（第二章
高R8参照）。

長寛元年（1163）～永万元年（1165）6／24 藤原資頼

永万元年（1165）～仁安元年（U66）8／27 藤原盛隆 盛隆は後白河院判官代（第二旧注
R9参照）。

宮崎康充・菊池紳一「国司一覧」（『日本史総覧」

年）をともに作成。

H、新人物往来社、一九八四

使
・
国
使
に
よ
る
も
の
で
、
院
使
な
ど
が
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
院

庁
下
文
な
ど
を
伴
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
該
期
の
美
作
国
を
徳
大
寺
家
が
知
行
し
て

　
②
河
内
（
南
）
庄

　
平
治
元
（
＝
五
九
）
年
十
～
月
に
、
政
平
を
河
内
南
保
司
職
と
し
賀
茂

別
宮
の
毎
月
御
料
を
備
進
さ
せ
る
こ
と
を
命
じ
た
国
司
庁
宣
が
鵬
さ
れ
た

（
E
）
。
次
い
で
翌
永
暦
元
（
一
一
六
〇
）
年
四
月
に
も
同
様
の
国
司
庁
宣

が
出
さ
れ
（
F
）
、
さ
ら
に
同
年
九
月
に
社
領
と
し
て
四
至
膀
示
を
打
ち
定

め
る
こ
と
を
命
じ
る
国
司
庁
宣
が
出
さ
れ
た
（
G
）
。
こ
の
四
二
確
定
は
社

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
よ
り
注
目
す
べ
き
は
、
同
年
十
月
の
御
供
田
立
替

と
応
保
二
年
二
月
の
立
券
を
行
っ
た
藤
原
隆
行
の
存
在
で
あ
る
。
隆
行
は
道

　
　
　
　
　
⑰

偏
流
季
行
男
で
、
徳
大
寺
家
と
血
縁
関
係
に
は
な
い
。
し
か
し
、
隆
行
は
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

子
の
家
司
を
務
め
て
お
り
、
こ
の
育
子
を
通
じ
て
の
縁
が
、
立
券
の
際
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
不
輸
を
認
め
る
宣
旨
が
発
給
さ
れ
た
永
万
元
年
の
丹
波
守
藤
原
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

隆
は
、
為
房
流
顕
時
男
で
あ
り
、
父
子
共
に
後
白
河
院
近
臣
で
あ
る
。
後
白

河
と
二
条
・
六
条
と
が
対
立
す
る
中
で
、
盛
隆
が
何
ら
か
の
抑
圧
を
私
市
庄

に
加
え
た
可
能
性
は
高
い
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
出
さ
れ
た
こ
の
宣
旨
は
、

私
市
庄
維
持
の
上
で
非
常
に
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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い
た
こ
と
で
あ
る
。
保
元
元
（
一
一
五
六
）
年
か
ら
長
寛
元
（
＝
六
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

年
ま
で
の
美
作
守
は
、
公
能
の
男
実
守
で
あ
っ
た
。
徳
大
寺
家
は
自
家
の
知

行
国
で
便
補
保
を
設
定
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
自
家
沙
汰
の
荘
園
と
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
河
内
庄
の
成
立
時
期
は
後
白
河
院
政
期
初
頭
に
当
た
る
が
、
王

家
の
外
戚
と
し
て
の
徳
大
寺
家
の
権
威
が
、
河
内
庄
立
荘
を
可
能
と
し
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
た
だ
し
、
河
内
庄
で
は
院
庁
下
文
等
の
公
験
が
発
給
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

そ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
二
条
天
皇
の
政
治
的
主
導
権
確
立
と
急
死
・
六
条

天
皇
の
即
位
・
後
白
河
院
政
の
確
立
と
い
う
急
激
な
情
勢
の
変
動
に
よ
り
、

公
験
の
発
給
を
受
け
る
機
会
を
逸
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
、
私
市
・
河
内
両
庄
の
成
立
過
程
を
分
析
し
て
き
た
が
、
注
目
さ
れ

る
の
は
、
徳
大
寺
家
領
荘
園
立
荘
の
際
の
人
脈
が
、
政
治
的
立
場
の
変
化
と

同
調
し
て
変
動
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
こ
の
時
期

徳
大
寺
家
の
政
治
的
立
場
は
、
当
初
は
後
白
河
と
の
外
戚
関
係
に
よ
っ
て
い

た
が
、
二
条
と
育
子
と
の
婚
姻
、
六
条
天
皇
の
即
位
に
よ
り
、
二
条
・
六
条

派
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
荘
園
立
荘
の
際
の
人
脈
も
、
後
白
河
院

政
期
の
河
内
庄
で
は
後
白
河
院
外
戚
の
権
威
を
背
景
と
す
る
の
に
対
し
、
私

市
庄
で
は
六
条
派
の
人
脈
を
利
用
す
る
と
い
う
変
化
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
両
庄
の
施
入
先
で
あ
る
賀
茂
別
宮
と
徳
大
寺
家
と
の
関
係
に
触

れ
て
お
く
。
こ
の
別
宮
は
、
実
能
の
叔
母
薮
子
が
鳥
羽
天
皇
を
出
産
し
た
際

に
賀
茂
明
神
の
霊
夢
を
見
た
た
め
、
実
能
の
祖
父
無
季
の
四
条
坊
門
邸
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

勧
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
記
録
所
の
勘
申
は
、
両
庄
を
店
立
荘
園
と
し
な

が
ら
、
「
然
而
當
社
崇
重
書
足
由
緒
云
云
」
と
い
う
理
由
で
停
廃
を
保
留
し

て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
六
条
天
皇
の
御
祈
願
所
で
あ
っ
た
こ
と
の
ほ
か
に
、

鳥
羽
院
と
の
関
係
も
作
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
応
保
元
（
＝
六
一
）
年
に
実
定
が
資
保
を
別
宮
神
主
に
補
任
し
て
い
る

よ
う
に
、
賀
茂
別
宮
の
入
事
権
は
、
徳
大
寺
家
が
完
全
に
掌
握
し
て
い
た
。

し
か
し
、
一
方
で
両
論
は
賀
茂
本
社
の
社
領
と
し
て
も
認
識
さ
れ
、
賀
茂
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

領
と
し
て
の
庇
護
を
も
受
け
て
い
た
。
徳
大
寺
家
が
賀
茂
別
宮
を
施
入
先
に

選
ん
だ
理
由
は
、
こ
う
し
た
自
家
に
と
っ
て
の
有
利
な
事
情
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
内
乱
期
以
後
の
成
立
が
確
認
さ
れ
る
徳
大
寺
家
領
荘
園
は
知
ら
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
は
史
料
上
の
制
約
に
よ
る
も
の
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
お

そ
ら
く
は
荘
園
立
荘
の
事
例
そ
の
も
の
が
減
少
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る

　
①
　
永
仁
六
年
八
月
十
日
南
関
東
下
知
状
（
『
御
池
坊
文
書
』
、
『
鎌
倉
遺
文
』
一
九

　
　
七
六
四
号
）
。

　
②
噸
興
国
寺
文
書
隔
（
欄
平
安
遺
文
㎞
二
三
八
四
号
）
。

　
③
開
興
国
寺
文
書
㎞
（
欄
平
安
遺
文
㎞
二
五
七
五
号
）
。

　
④
『
中
右
記
』
大
治
五
年
正
月
二
十
八
日
条
・
『
明
月
記
輪
建
保
三
年
正
月
四
日

　
　
条
。
公
重
は
実
能
の
兄
通
季
の
子
で
、
実
能
と
の
養
子
関
係
は
岡
尊
卑
分
脈
㎞
藤

　
　
原
公
重
項
。
た
だ
し
、
『
中
右
記
』
大
治
五
年
正
月
二
十
八
日
条
は
実
子
と
す
る
。

　
⑤
紀
伊
国
大
伝
法
院
僧
徒
重
解
案
（
『
根
来
要
書
』
下
所
収
、
『
平
安
遺
文
㎞
三
二
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三
四
号
）
。

⑥
は
じ
め
に
注
①
川
端
論
文
A
。

⑦
『
中
右
記
』
保
延
四
年
正
月
二
十
六
日
条
。

⑧
後
任
の
国
司
藤
原
親
能
は
保
延
四
年
正
月
二
十
二
日
頃
補
任
（
『
中
右
記
』
）
。

⑨
は
じ
め
に
注
①
川
端
論
文
B
、
は
じ
め
に
注
④
高
橋
論
文
。

⑩
は
じ
め
に
注
①
川
端
論
文
B
。
は
じ
め
に
注
④
高
橋
論
文

⑪
小
山
靖
憲
「
紀
伊
国
に
お
け
る
荘
園
制
の
形
成
扁
（
『
中
世
寺
社
と
荘
園
制
』
塙

　
書
募
、
一
九
九
八
年
）
。
な
お
五
個
荘
の
成
立
過
程
は
、
櫛
田
良
書
「
覚
鎮
と
大

　
伝
法
院
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（
『
覚
鍵
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）
に

　
詳
し
い
。

⑫
大
伝
法
院
供
養
願
文
（
『
根
来
要
書
』
下
所
収
）
。

⑬
『
長
秋
記
輪
大
治
二
年
十
一
月
四
日
条
・
『
中
右
記
臨
同
日
条
・
同
年
十
一
月

　
十
五
日
条
・
大
治
四
年
十
二
月
二
十
九
日
条
。

⑭
　
は
じ
め
に
注
①
川
端
論
文
B
。

⑮
徳
野
隆
門
名
西
河
北
庄
・
ふ
た
た
び
扁
（
欄
史
窓
歴
二
二
、
一
九
九
一
年
）
。

⑯
九
条
家
本
『
中
右
記
』
元
永
元
年
秋
冬
巻
紙
背
文
書
（
『
鎌
倉
遺
文
』
三
五
六

　
〇
号
、
写
真
に
よ
り
補
正
）
。

⑰
徳
野
隆
は
中
原
国
用
を
弁
官
の
担
当
群
類
と
す
る
が
、
「
領
家
御
謹
文
」
等
の

　
敬
意
表
現
か
ら
、
国
用
が
領
家
側
の
人
間
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

⑱
す
で
に
徳
野
隆
の
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
文
書
が
九
条
家
に
伝
来
し
て

　
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
領
家
は
九
条
家
関
係
者
の
可
能
性
が
高
い
が
、
他
に

　
こ
の
領
家
を
特
定
し
え
る
史
料
は
な
い
。

⑲
『
台
記
挽
仁
平
元
年
正
月
二
十
六
日
曝
に
「
大
蔵
権
少
輔
致
遠
」
と
見
え
る
。

　
出
羽
守
任
官
に
つ
い
て
は
第
一
章
注
⑫
参
照
。
な
お
、
徳
野
隆
の
指
摘
す
る
通
り
、

　
預
所
注
進
証
文
中
に
見
え
る
康
致
・
康
重
は
坂
戸
源
氏
の
｝
門
で
あ
り
、
『
尊
卑

　
分
脈
』
は
康
致
の
実
父
を
「
壱
岐
致
景
」
と
し
て
い
る
。
壱
岐
致
景
は
ほ
か
に
史

　
料
上
の
所
見
が
な
い
が
、
あ
る
い
は
致
遠
“
致
景
か
。

⑳
頼
佐
は
康
治
二
（
＝
四
二
）
年
～
久
安
二
（
＝
四
六
）
年
の
在
任
が
確
認

　
で
き
る
（
『
本
朝
世
紀
』
康
治
二
年
正
月
三
十
日
条
・
久
安
二
年
四
月
十
九
日
条
）
。

⑳
『
尊
卑
分
脈
輪
。

⑫
　
　
『
台
記
』
康
治
二
年
十
二
月
八
日
条
。

⑬
　
高
橋
一
樹
「
鳥
羽
院
政
期
に
お
け
る
寺
領
荘
園
の
立
荘
と
知
行
国
支
記
－
1
東

　
大
寺
領
を
中
心
に
一
…
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
睡
一
七
一
、
二
〇
〇
〇
年
）
。

⑳
　
　
欄
本
朝
世
紀
』
久
安
三
年
正
月
二
十
八
日
条
。

⑳
　
　
『
尊
卑
分
脈
隔
。

⑯
　
　
『
立
山
記
』
久
寿
元
年
八
月
二
十
一
日
条
・
保
元
元
年
七
月
二
十
七
日
条
。

⑳
　
　
『
本
朝
世
紀
』
仁
平
元
年
七
月
二
十
四
日
条
。

⑳
　
　
『
丘
ハ
紳
魁
記
』
仁
箭
†
二
年
正
月
二
十
詣
唱
題
【
条
。

⑲
　
元
木
泰
雄
「
院
の
専
制
と
近
臣
」
（
第
一
上
古
エ
兀
木
前
掲
書
所
収
、
初
出
一

　
九
九
一
年
）
。

⑳
　
　
『
公
卿
補
任
臨
仁
安
一
7
5
年
藤
原
成
頼
項
。

⑳
　
は
じ
め
に
注
④
高
橋
論
文
。

⑳
　
　
噸
愚
管
抄
』
第
四
　
近
褥
。

⑳
　
な
お
河
内
庄
は
、
以
下
の
官
宣
旨
の
中
で
門
河
内
南
庄
縣
と
称
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
事
情
に
つ
い
て
須
磨
千
頴
は
、
当
初
「
河
内
南
庄
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の

　
が
、
後
に
南
を
省
い
て
「
河
内
庄
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
し

　
て
い
る
（
「
賀
茂
別
雷
神
社
領
美
作
国
河
内
庄
・
倭
文
庄
」
『
ア
カ
デ
ミ
ア
』
経

　
済
・
経
営
学
編
八
七
、
一
九
七
二
年
）
。
本
稿
で
は
「
河
内
庄
」
の
呼
称
で
統
一

　
し
て
呼
ぶ
。
な
お
、
河
内
庄
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
す
で
に
須
磨
論
文
で
も
触

　
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
立
楽
の
形
態
や
国
衙
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い

　
な
い
。

⑭
　
建
久
四
年
八
月
五
日
欝
欝
宣
旨
（
『
山
城
鳥
居
大
路
家
文
書
』
、
糊
鎌
倉
遺
文
㎞

　
六
八
○
暑
）
。

⑳
文
治
三
年
十
月
五
日
付
藤
原
実
定
家
政
所
下
文
（
『
賀
茂
別
雷
神
古
文
書
』
、
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糊
鎌
倉
遺
文
』
二
七
一
暑
）
等
。

⑳
　
　
『
山
城
鳥
居
大
路
家
文
書
』
（
『
鎌
倉
遺
文
』
六
八
○
号
、
な
お
、
本
稿
に
引
用

　
し
た
文
書
の
内
容
は
影
写
本
に
よ
る
補
正
を
加
え
て
い
る
）
。

⑳
　
　
『
公
卿
補
任
』
平
治
元
年
藤
原
季
行
年
。

⑬
　
　
『
山
梶
記
隔
応
保
元
年
＝
一
月
七
日
条
。

⑲
　
顕
時
は
永
暦
元
年
か
ら
（
『
平
安
遺
文
』
三
〇
九
三
号
）
仁
安
二
年
ま
で
（
梱
兵

　
範
記
』
同
年
正
月
二
十
八
日
条
）
後
白
河
院
の
公
卿
別
惑
。
盛
隆
は
応
保
元
年
か

　
ら
（
噸
平
安
遺
文
隔
王
～
三
八
号
）
仁
安
元
年
ま
で
（
『
平
安
遺
文
』
三
三
八
六

　
号
）
後
白
河
院
判
官
代
。

⑳
　
　
『
兵
範
記
㎞
保
元
元
年
九
月
八
日
条
・
『
公
卿
補
任
』
嘉
応
二
年
藤
原
実
守
項
。

⑪
　
　
四
ム
ロ
記
㎞
康
治
一
翌
年
五
月
十
志
ハ
日
条
。

⑫
寿
永
三
年
四
月
廿
四
日
付
源
頼
朝
下
文
案
（
開
賀
茂
別
人
神
社
文
書
駈
、
『
平
安

　
遺
文
偏
四
一
五
五
号
）
。

お
　
わ
　
9
2
　
に

　
最
後
に
、
徳
大
寺
家
の
荘
園
集
積
に
見
ら
れ
る
特
色
を
ま
と
め
、
さ
ら
に

そ
れ
を
他
家
の
例
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
貴
族
社
会
全
体
の
申
に
位
置
付
け

た
い
。

　
第
｝
の
特
色
と
し
て
、
徳
大
寺
家
の
荘
園
集
積
過
程
が
政
治
的
立
場
と
密

接
に
連
動
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
徳
大
寺
家
の
家
領
集
積
は
、
鳥

羽
院
政
初
期
に
は
鳥
羽
院
と
の
婚
姻
関
係
に
、
後
期
に
は
摂
関
家
と
の
婚
姻

関
係
に
、
後
白
河
在
位
期
・
院
政
初
期
に
は
外
戚
の
権
威
に
、
二
条
・
六
条

在
位
期
に
は
二
条
・
六
条
天
皇
と
の
婚
姻
関
係
に
そ
れ
ぞ
れ
依
拠
し
て
い
た

が
、
こ
れ
は
徳
大
寺
家
の
政
治
的
立
場
の
変
遷
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

　
こ
の
点
で
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
栗
栖
庄
・
私
市
庄
の
事
例
で
あ
る
。

両
庄
の
立
荘
に
際
し
、
徳
大
寺
家
は
宣
旨
や
院
庁
下
文
な
ど
の
公
験
を
獲
得

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
立
荘
時
に
徳
大
寺
家
が
王
家
と
婚
姻
・
外
戚
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
立
毎
時
に
お
け
る
院
・
女
院
と
の
人
脈
の
重
要
性

と
い
う
事
実
と
合
致
す
る
。
上
級
貴
族
に
と
っ
て
、
王
家
の
外
戚
と
な
る
こ

と
は
、
一
位
面
の
み
な
ら
ず
家
産
面
で
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
名
匹
河
北
庄
の
事
例
に
見
ら
れ
る
摂
関
家
と
の
提
携

は
、
王
家
と
の
姻
戚
関
係
を
失
っ
た
状
況
下
で
家
領
集
積
を
目
指
し
た
事
例

と
評
価
で
き
よ
う
。

　
次
に
荘
園
領
有
体
系
に
つ
い
て
見
る
と
、
徳
大
嵜
家
の
荘
園
所
職
は
具
体

的
な
内
容
が
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
が
、
成
立
・
集
積
の
過
程
が
不
明
な
表

4
の
家
領
も
含
め
、
多
く
の
事
例
で
上
級
の
荘
園
領
主
が
存
在
し
て
お
り
、

そ
の
場
合
徳
大
寺
家
は
領
家
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
徳
大
寺
家

が
本
家
で
あ
っ
た
例
は
確
認
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、
注
呂
す
べ
き
点
は
、
上
級
の
荘
園
領
主
が
王
家
・
摂
関
家
で
あ

る
箏
例
が
少
な
く
、
中
小
寺
社
を
上
級
領
主
と
す
る
例
が
多
数
を
占
め
て
い

る
点
で
あ
る
。
し
か
も
、
粉
河
寺
領
栗
栖
庄
・
賀
茂
別
宮
領
私
市
庄
・
同
河

内
庄
の
事
例
の
よ
う
に
、
そ
の
選
択
は
徳
大
寺
家
が
主
体
的
に
行
っ
て
い
る
。
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徳大寺家の荘園集積（佐伯）

表4　鎌倉前期までに確認されるその他の徳大寺三口

荘園名 史料上の初見 備考

筑後国瀬高下庄

年月目未詳後鳥羽院翼下文案
i『筑後薦尾文書」、『鎌倉遺文選

｢収録）

もとの私領は、実能の外舅藤原

r忠から実能無を経て、大治六
i1131）年上下に分かたれ、実能

ｹ汰として待賢門院に奇進。の
ｿ本家は円勝寺。

山城国鶏冠井庄

安貞二年（1228）2／4徳大寺実字家

ｭ所下文（『三鈷寺文書凄、『鎌倉

笊ｶj三七一四号）

前身は「鶏冠井殿」（安元二年

i1176）9／21徳大寺実定家政所下

ｶ『平安遺文」三七七六号）

近江国三上庄 罫吾妻鏡』文治二年忌1186）6／17 三上社領力

越中国般若野並 『吾妻鏡毒文治二年（l186）6／17

備中国大島庄 『吾妻鏡』文治二年（1186）6／17

三河国蘇美御厨 建久三年（U92）伊勢大神宮神領注

ｶ（『鎌倉遺文3六一四号

豊受大神宮領

こ
れ
ら
の
中
小
寺
社
と
徳
大
寺
家
と
の
力
関
係
は
、
人
事
権
を
徳
大
寺
家
が

握
っ
て
い
た
賀
茂
別
宮
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
徳
大
寺
家
側
が
強
い
。
こ
の

こ
と
は
、
徳
大
寺
家
の
荘
園
経
営
に
お
い
て
有
利
に
働
い
た
だ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
上
級
領
主
の
権
威
の
低
さ
は
対
国
衙
・
他
権
門
と
い
う
点
で
は
不
利

だ
が
、
こ
の
不
利
を
補
う
方
策
が
、
こ
れ
ら
中
小
新
社
の
御
祈
願
所
化
だ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
御
祈
願
所
化
を
主
導
し
た
の
が
徳
大
寺
家
で
あ

っ
た
こ
と
も
、
す
で
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
徳
大
寺
家
の
荘
園
集
積
の
特
徴
を
、
貴
族
社
会
全
体
の
中
に
位

置
付
け
る
。
は
じ
め
に
述
べ
た
通
り
、
本
家
と
し
て
独
自
の
荘
園
領
有
体
系

を
組
織
し
え
る
の
は
王
家
と
摂
関
家
の
み
で
あ
り
、
他
の
貴
族
は
領
家
や
預

所
と
し
て
そ
の
荘
園
体
系
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
徳
大
寺
家
と
同
格
の
清
華
家
に
つ
い
て
は
、
村
上
源
氏
顕
房
流

久
我
家
領
の
分
析
が
な
さ
れ
、
独
自
の
荘
園
領
有
体
系
を
組
織
し
え
ず
、
王

家
領
の
領
有
体
系
に
依
存
し
て
い
た
が
、
一
方
で
摂
関
家
領
は
保
有
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
が
他
の
中
下
級
貴
族
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

異
な
る
上
級
貴
族
の
特
色
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
久
我
家
領
の
集
積
過
程

に
つ
い
て
は
、
白
河
院
政
期
に
は
源
十
二
が
立
台
を
主
導
し
た
が
、
鳥
羽
院

政
期
に
は
末
茂
流
藤
原
家
成
皿
族
の
主
導
に
よ
り
立
荘
が
行
わ
れ
、
久
我
家

は
そ
の
権
勢
に
連
な
る
こ
と
で
預
所
職
を
獲
得
し
、
家
領
を
形
成
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
②

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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こ
こ
で
、
ま
ず
家
領
集
積
と
政
治
的
動
向
と
の
関
連
と
い
う
点
で
は
、
徳

大
寺
家
と
久
我
家
が
、
い
ず
れ
も
王
家
と
婚
姻
・
外
戚
関
係
に
あ
る
期
間
に

本
荘
を
主
導
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
一
方
そ
れ
以
外
の
期
間
に
は
、

両
家
は
と
も
に
他
権
門
と
の
提
携
に
よ
り
荘
園
を
集
積
し
て
い
る
が
、
提
携

の
対
象
に
つ
い
て
は
、
徳
大
寺
家
が
摂
関
家
、
久
我
家
が
総
懸
流
と
い
う
相

違
が
見
ら
れ
る
。
鳥
羽
院
政
後
期
に
両
家
は
大
臣
・
大
将
の
地
位
を
め
ぐ
っ

て
対
立
し
、
徳
大
寺
家
は
摂
関
家
と
、
久
我
家
は
美
福
門
院
・
末
茂
流
と
提

　
　
③

崩
す
る
が
、
家
産
集
積
の
提
携
相
手
の
相
違
は
、
両
家
の
政
治
的
立
場
の
反

映
と
考
え
ら
れ
る
。
先
述
し
た
政
治
的
立
場
と
立
荘
形
態
と
の
同
調
が
、
徳

大
寺
家
だ
け
で
な
く
両
家
に
共
通
し
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
家
領
の
領
有
体
系
を
比
較
す
る
と
、
徳
大
寺
家
・
久
我
家
は
と
も
に

独
自
の
荘
園
領
有
体
系
を
構
築
し
て
い
な
い
が
、
久
我
家
が
王
家
領
を
基
盤

す
る
の
に
対
し
、
徳
大
寺
家
は
主
に
中
小
寺
社
領
を
基
盤
と
し
て
い
る
点
が
、

大
き
な
相
違
で
あ
る
。
清
華
家
の
久
我
家
の
家
領
は
王
家
領
に
、
そ
れ
以
下

の
一
般
公
家
の
家
領
は
院
・
摂
関
家
領
に
依
存
し
て
い
た
中
で
、
徳
大
寺
家

の
あ
り
方
は
一
定
の
独
自
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
徳
大
寺
家
の
政

治
的
地
位
の
高
さ
に
よ
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。

　
た
だ
し
、
荘
園
の
立
荘
が
も
っ
と
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
鳥
羽
院
政
後
期
の

立
野
勢
力
の
主
体
は
あ
く
ま
で
末
茂
流
で
あ
り
、
当
該
期
の
摂
関
家
と
提
携

し
た
徳
大
寺
家
の
活
動
は
、
名
匠
河
北
庄
の
事
例
か
ら
見
て
も
、
成
功
し
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。
徳
大
寺
家
領
の
検
出
例
が
久
我
家
領
に
比
べ
極
め
て

少
な
い
と
い
う
事
実
は
、
末
茂
流
と
提
携
し
た
久
我
家
と
、
政
治
的
に
そ
れ

が
不
可
能
で
あ
っ
た
徳
大
寺
家
と
の
立
場
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
。
王
家

領
が
少
な
く
申
小
寺
社
領
が
多
い
徳
大
寺
家
領
の
あ
り
方
も
、
こ
の
時
期
に

王
家
領
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
、
少
な
か
ら
ず
由
来
し
て
い
る
と
見

る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
以
上
、
本
稿
で
は
徳
大
寺
家
領
の
成
立
過
程
と
そ
の
特
質
を
分
析
し
、
家

領
荘
園
の
集
積
過
程
と
政
治
的
立
場
の
変
動
の
連
関
姓
と
い
う
現
象
を
明
ら

か
に
し
た
。
今
回
は
同
階
層
の
久
我
家
領
と
の
比
較
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
こ

う
し
た
特
質
が
ど
の
階
層
の
貴
族
の
家
領
に
ま
で
共
通
す
る
の
か
、
あ
る
い

は
上
級
貴
族
層
に
特
異
な
あ
り
方
な
の
か
は
、
今
後
も
他
家
領
と
の
比
較
の

中
で
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
徳
大
寺
家
領
に
つ
い
て
も
、
本

稿
で
は
そ
の
集
積
過
程
に
の
み
焦
点
を
当
て
た
結
果
、
家
領
の
管
理
や
専
領

の
問
題
に
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

①
岡
野
友
彦
轟
中
院
家
領
目
録
草
案
』

　
九
八
八
年
）
。

②
は
じ
め
に
注
①
川
端
論
文
B
。

③
第
～
重
三
①
元
木
前
掲
書
。

の
検
討
し
（
糊
古
文
書
研
究
葱
二
九
、
　
一

＊
な
お
、
本
論
文
の
校
正
中
に
、
岡
野
友
彦
岡
中
世
久
我
家
と
久
我
家
領
荘
園
』

　
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
二
年
）
が
出
版
さ
れ
た
が
、
本
論
文
に
反
映
さ
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徳大寺家の荘園集積（佐伯）

せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
ご
寛
怒
い
た
だ
き
た
い
。

（
京
都
大
学
大
学
院
人
問
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

）
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hand，　Leo　III　succeeded　in　acquiring　the　support　of　both．　He　was　an　experienced

general　and　he　had　been　a　strategos（n曲tary　governor　of　a　theme），　of　Ana旋）」舵。η

before　his　succession．　ln　addition，　many　high－ranking　oMcials　of　the　central

adrninistration　supported　him；　many　of　whom　had　supported　Anastasius　II　in　713．

The　reason　high－ranl〈ing　othcials　approved　of　Leo　III　can　be　attributed　to　his　early

career．　He　had　been　appointed　strategos　of　Anatolikon　by　Anastasius　II　and　had

revolted　against　Theodosius　III　shortly　after　Anastasius　II　was　deposed．　Leo　III

is　likely　to　have　had　a　close　reia亡ions｝面with　Anastasius　II，　who　had　also　sought　to

build　a　close　relationship　with　the　ablest　general　in　order　to　gain　the　support　of　the

theme．　For　this　reason，　many　high－ranking　othcials　of　the　central　administration

supported　him　in　717．

　　ln　conclusion，　this　tltesis　argues　that　it　was　necessary　to　gain　the　support　of

both　the　central　administration　and　the　theme　in　the　countryside　in　order　to

maintain　the　rank　of　emperor　durir｝g　this　period．　Leo　III　succeeded　in　this，　and

for　this　reason，　he　was　able　to　maintain　his　place　on　the　throne　for　over　twenty

years．

The　Accumulation　of　Shouen　Holdings　by　the　Tokudaiji　Fafnily

by

SAEKI　Tomohiro

　　The　process　of　the　Tokudaiji　family’s　accumulation　of　shouen，　estates，　was

characterized　by　the　synchronization　of　their　actions　with　the　political　situation．

　　in　the　fu　st　half　of　the　Toba　insei，　the　period　of　rule　by　Retired　Emperor　Toba，

the　TokudaiJi　family　established　shoueR　by　exploiting　their　relatioRship　with　the

royal　fatnily　by　maniage．　They　also　contributed　to　the　establishment　of　other

shouen　of　the　royal　family．

　　However，　in　the　second　half　of　the　Toba　insei，　the　Tokudaiji　family　was　unable

to　estabHsh　shouen　on　their　own　due　to　the　rise　of　the　faction　of　B血kumon一｛n．

They，　instead，　established　shouen　with　the　support　of　their　political　allies　Fujiwara

no　Tadazane　and　Fujiwara　no　Yoimaga．

　　After　the　succession　of　Emperor　Go－Shirakawa　to　the　throne，　the　Tokudaiji

developed　a　relationship　with　the　emperor　by　marriage　and　were　thus　able　to

establish　shouen　on　their　own．　Then，　when　the　faction　of　Emperors　Nijou　and
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Rokujou　had　control　of　the　governnient，　the　Tokudaiji　built　a　relationship　with

them　and　estabiished　shouen　relying　on　their　authority．

　　Because　of　the　ma狐er　of　this　process　of　accumulation，　the　Tokudaiji’s正ands

consisted　mainly　of　shouen　associated　with　smaH　and　medium－sized　ternpies　and

shimes，　and　did　not　include　many　which　were　associated　with　the　royal　farnily　or

the　Sefehan，　regents．　These　are　the　characteristics　of　the　Tokudaiji　holdings，　and

they　show　the　Tokudaiji　fami｝y　developed　their　own　system　for　accumulating

shouen．　Their　authority　made　this　system　possible．
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